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資料15並び替えることでの価値付け
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資料16わる数を9で考えたノート
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成がなされていった(資料16)。
②5年生の実践（整数と小数）
本単元では，整数だけでなく小数にも整数と同じように，位
があるということを拡張していくことがねらいである。そのた
めに，特殊な小数点を打ってある問題を用意した（資料17)。
「どちら周りしても同じ和になるか」と聞いたところ，ほと
んどの子どもが，式にしたところで，答えが同じにならないこ
とに気付いていた。小数点と位の関係に気付いているからであ
る。
10倍したら，位が一つ上がるという考えを子どもに意識さ
せたいので,12．3＋36.9＋98.7＋74.1=22.2と提示した後,「何
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資料17変えた小数点の位
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資料18位に気付く子どもの感想 価値に気付いた子どもを評価することで，「位が1
つずつずれると答えも1つずれる」という考えに至
っていた。（資料18)位だけが違う場合を求めることで，位の考えが整数だけでなく，小
数にも拡張できた。
5年生の実践（小数のかけ算）
純小数をかけると，積は被乗数より小さくなることをねらいとした授業で,｢1mのねだ
んが80円のリボンがあります。このリボン0.8mの代金はいくらですか」という具体的な
文章問題を提示すると，子どもは答えが小さくなることにすぐ気付いた。「なぜ」と聞くと，
「かける数が1より小さいから」と答えた。そこで「かける数が1より小さくなると，な
③
ぜ積が小さくなるの？」と聞いた。根拠は頭の中
にあるけれど，どう表現してよいか分からない。
「1より小さいものをかければ,積は小さくなる」
という考えは，まだ根拠不足で，一般化されてい
ないと思われた。
今まで，比例という考えと数直線を使って図や
言語で表す表現を行ってきたので，数直線にする
子が現れた。グループ活動において，数直線を取
り上げることで，数直線の考えがクラスに広がり資料191より小さいことを可視化ノーL~'ノ．｡ノー‘-墓，蚕穆八唱舎′'がvz一コへ〃~／／ハwｰﾉ馨昌､〃‐ソ
はじめた。さらに，数直線にすることで，1より
小さいところに答えである□がいき,1より小さ
いということを可視化でき，価値づけることがで
きた（資料19)。
また，子どもの中に「1を10分の1倍すると
0.1になる。1より小さいと10倍にならないから」
という意見が出てきた。
この意見につなげて，今まで積み重ねてきた比
例という考え方を使って数直線に矢印を引いて
○倍とかく図も出てきた（資料20)。資料20を見
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資料20比例と関係付ける子ども
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5て，「8倍って大きくなりそうなのに，積がかけられる数より小さくなっているのはなぜ」
など疑問を持つ子どもも生まれた。この疑問を価値づけすると，子どもから「0．1を10倍
しないと1にもどらない」「0.lmを8倍では1mの長さにとどかない。だから，値段も80
円にとどかない」など，図に比例の見方を考えた言葉にして説明した。また,｢1mを10
分の1倍して0.1mにしている。0.1mを1rnにするためには10倍しないといけない。0．8
mは0.1mの8倍。だから，値段も10分の1倍しているものを8倍している。値段が10
倍になると元にもどるんだよ」「一度10分の1倍しているものを，どこまでもどるか考え
たのが8倍だよ」という言葉も出てきた。その結果，純小数をかければ積が小さくなると
いう考えに明確な根拠が生まれ，一般化できたと考える。
その上，もしかける数が0．9だったら，0．99だったら，1．01だったらなど，さらに考え
続ける子どもが増え，より一般化されていった。
成果と課題
関係づけ再構成するために，算数科では表現方法の選択・変換，考え方の価値付けとい
う手だてをとってきた。
自分の考えを5つの表現方法から選び出し，表現できるようになってきたことが大きな
成果である。これは，子どもの経験を踏まえた上で，問題を設定し，提示することで，活
動の原動力になった。また，子どもは，5つの表現方法を発達段階や問題に応じて，どの
表現方法を使えばよいかを選択できるようになってきた。
考えが持てる，多様なスキルを使えるように子どもを指導してきたことで，はじめて効
果的な表現方法の変換ができるようになってきた。そして，ただ変換するだけでなく，そ
の時間の数学的に深まりのある土台となる考え方を意識させながら行った。その結果，自
分の選択した表現方法を，他の子どもが考えた表現に比べながら置き換えてみたり，置き
換えた方法をさらによい方法はないかと考えたりする子どもも増えてきた。この表現方法
を変換する活動は，本校の研究の柱である関係づけを行うには有効な方法であった。変換
するには，必ず他の考えを一度受け入れなければならない。今，個が持っている考えと比
較･分類しながら，他の考えを聞かなくてはならない。他の考えに積極的関わり，より理解
していこうとする態度，および思考力が育ってきた。
今後の方向性として，教師が指示する変換を行うのではなく，子ども自らがこの表現方
法なら伝えやすい，もっと簡単な表現にできると考えられるようにしていきたい。ペアや
グループ，全体での交流など，どの場面が効果的か，今後研究を深めていきたい。
考え方の価値付けについては，前提として，子どもの多様な考えがでるような問題の設
定をする必要がある。子どもの多様な考えを同じか，違うかという視点で比較することに
より，より数学的に深く，どこが似ている，どこが違うというように，聞き合いの論点を
絞ることができ，同じ土台の中で，関係づけできていた。また，説明していく中で，より
よいものすること，より能率的にできること，より美しいものにしていこうとし，思考力，
判断力が育ち，再構成していく姿が多く見られるようになった。
課題として，子どもの発言を価値付ける方法として，発問だけではなく，板書等の可視
化できる工夫が必要である。子ども自らが，価値に気付き，聞き合いの方向性を見出せる
研究へと深めていきたい。
また，どの問題を提示するかで，子どもの興味･関心だけでなく，授業で聞き合いが高ま
りまで変わってくる。知的好奇心をくすぐる問題から子どもが「なぜ」と考え，自分自身
で考え抜き，さらに，他の子どもと意見を聞き合いながら問題を解いていく。解きながら，
現実の世界から一般化された世界へと考えを高めていく。そのような問題解決を目指し今
後の研究を進めていきたい。
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